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大川真吏さん（22歳）
まさふみ

　林業大学を卒業して組
合に入社し、丸２年にな
りました。自然相手の仕

事ですので、つらいこともありますが、
ようやく体も慣れ、機械操作も楽しく、
充実した毎日ですし、大切な仕事をし
ていると思っています。

北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

vol.25

米倉信人隊員

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.44

　去年の12月になっても、年が明けて１月が過ぎても、
待ちに待った雪が降らず、今シーズンの大暖冬によっ
て、季節感が大きくずれてしまいました。
　穏やかな春風（冬なのに）に吹かれながら「でも一応、
冬だから」と思い、上着や長くつを念のために身に付
けた私は、どこかの漫才に出てくるような姿だったで
しょう。
　１月は４月のように暖かく、２月は半ばから12月
後半みたいな天候にさかのぼる感じ。今月は何月でし
たっけと、いまひとつピンと来ていない中（お手持ち
の「広報きたあきた」の表紙を参照していただければ）、
今回のコラムを執筆しております。

　そういった中で、市民スキー大会も雪不足により中
止となり、残念でした。市民の皆さんの頑張りを見る
機会がなくなったからです。
　雪を求めて、１人で（当時唯一雪のあった？）森吉
山に滑りに行ってきました。われわれ人間は自然の中
に暮らしていま
すが、本当に自
然の力にかない
ませんね。

暖　冬

★

　当組合は、平成17年４月、北秋田森林組合を
はじめ４つの森林組合が合併してできた組合です。
　6,600名程の組合員の方の森林の手入れから丸
太の生産・販売・製材等を行っています。
　６つの支所を拠点に、地域林業の発展に貢献す
べく事業を行っています。

大館北秋田森林組合

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市脇神字
　　　　　　佐助岱27番地２
◆主な事業　林業（森林造成・
　　　　　　伐木造材・製材等）
◆従業員数　103名
◆電話番号　0186‐62‐1664

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

きらっとヒカル
北秋田の企業 Vol.36

　木材価格が低迷している中、集約化をして補助
金を利用し、高性能機械により、低コスト化に努
め組合員の所得向上に努めるとともに、森林の多
面的機能の発揮と林業の成長産業化に向け、日々
取り組んでいます。

若手社員
の声

外観

プロセッサによる枝払い・玉切作業 クローラによる丸太搬出作業

　
３
年
前
の
５
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に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
着
任
し
、
間
も
な
く
３
年
。

協
力
隊
の
最
大
任
期
は
３
年
。
後
１

か
月
で
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
３
年
間
の
活
動
を
通
し
て
北
秋

田
市
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、
思
い

を
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
移
住
・
定
住
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
３
年
間
で
移
住
者
も
着
実
に
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
の
割

合
を
占
め
て
い
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の
が
Ｕ
タ
ー
ン
で

す
。
秋
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は
全
国
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に
見
て
も
Ｕ
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ー
ン
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割
合
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い
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す
。
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育
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自
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ど
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。
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学
や
就
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た
め
外
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出
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行
か
ざ

る
を
得
な
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で
す
が
、
小
・
中
学
生
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頃
か
ら
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域
と
関
わ
り
を
持
ち
、
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域
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こ
と

を
考
え
る
こ
と
で
、「
い
つ
か
北
秋

田
に
戻
っ
て
来
た
い
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キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
ま
ち
を

活
性
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と
思
う
子
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も
た
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こ
と
に
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と
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い
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。

　
移
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・
定
住
の
ミ
ッ
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ョ
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外

に
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、
ま
ち
の
活
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を
と
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思
い
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ら
盆
踊
り
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復
活
や
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談
カ
フ
ェ
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を
行
い
、

幅
広
い
年
代
、
地
域
の
方
と
接
す
る

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
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。

ネ
ガ
テ
ィ
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な
こ
と
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言
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い
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が
、
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４
月
末
を
も
っ
て
退
任
し
ま
す
が
、

３
年
間
の
活
動
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
地
域
へ
の
貢
献
を
忘
れ
ず
に
退

任
後
も
活
動
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い
き
た
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と
思
っ
て

い
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す
。

　
３
年
間
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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ら
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よ
ろ
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く
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し
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す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「マタギイズムの継承ツアー」にて

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
日
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ〈
若
手
起
業
者
〉（
交
流
セ
ン

タ
ー
）▽
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
ご
神
木
点
火（
七
日
市
葛
黒
地
内
）

17
日（
月
）▽
北
秋
田
市
証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー（
ロ
ー
ソ
ン
北
秋
田
住
吉
町
店
）

18
日（
火
）▽
秋
田
県
板
金
工
業
組
合
北
秋
田
支
部
定
期
総
会
懇
親
会（
縄
文
の
湯
）

19
日（
水
）▽
押
尾
川
親
方
と
の
面
会（
本
庁
舎
）

21
日（
金
）▽
木
村
信
郎
氏
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会（
市
町
村
会
館
）

22
日（
土
）▽
２
０
２
０
東
北
地
方
林
業
成
長
産
業
化
地
域
サ
ミ
ッ
ト（
秋
田
看
護
福

祉
大
学
）

23
日（
日
）▽
北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
阿
仁
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

26
日（
水
）▽
第
４
回
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）

27
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
初
日（
議
事
堂
）

28
日（
金
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
会
派
代
表
質
問（
議
事
堂
）

２
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
１
日
目（
議
事
堂
）

３
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
２
日
目（
議
事
堂
）

４
日（
水
）▽
百
歳
を
迎
え
る
戸
嶋
多
七
さ
ん
へ
の
祝
状
等
贈
呈（
つ
む
ぎ
の
彩
）

６
日（
金
）▽
晩
梅
特
産
品
開
発
事
業
完
成
報
告（
本
庁
舎
）

10
日（
火
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
吉
田
嵩
之
さ
ん
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

12
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
最
終
日（
議
事
堂
）

13
日（
金
）▽
北
秋
田
市
立
あ
い
か
わ
保
育
園
移
管
書
交
付（
本
庁
舎
）

◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日


